
チャレンジ ザ 算数！！ №５

１ 右の図のように長方形ＡＢＣＤがある。 Ａ Ｄ

辺ＣＤ上に点Ｅをとり、点ＢからＡＥに Ｆ

垂線をおろして、その交点をＦとする。

ＡＦ＝３cm、ＦＥ＝９cm、ＢＦ＝７cm

であるとき、長方形ＡＢＣＤの面積を求め Ｅ

なさい。

〔 解き方 〕 Ｂ Ｃ

(1) 上の図のように、ＢとＥ、ＡとＣを結ぶ。

(2) △ＥＡＢと△ＣＡＢは、底辺（辺ＡＢ）が共通で高さ（辺BＣ）が等しいので、面積は等しい。

(3) 長方形ＡＢＣＤの面積は、△ＣＡＢの面積の２倍である。

(4) よって、(2)(3)より、長方形ＡＢＣＤの面積は、△ＥＡＢの面積の２倍である。

(5) したがって、長方形ＡＢＣＤの面積 ＝ △ＥＡＢの面積×２ ＝ (３＋９)×７÷２×２ ＝ ８４

答え ８４ cm２

２ 右の図のように四角形ＡＢＣＤがある。 Ｄ

ＡＢ ＝ ＣＤ ＝ ＤＡ Ａ

∠ＢＡＤ ＝ １５０°

∠ＡＤＣ ＝ ９０°

であるとき、

(1) ∠ＡＢＣの大きさを求めなさい。 Ｂ Ｃ

(2) ∠ＤＣＢの大きさを求めなさい。

〔 解き方 〕 Ｅ

□ 図のように、点Ａと点Ｃから辺ＡＤと辺ＣＤに垂直になる線を引き、その交点をＥとする。

□ すると、四角形ＡＥＣＤは正方形、△ＡＢＥは正三角形、△ＥＣＢは二等辺三角形となる。

(1) △ＥＣＢは二等辺三角形で、∠ＢＥＣ ＝ ９０＋６０ ＝ １５０°だから、

∠ＥＢＣ ＝ ∠ＥＣＢ ＝ (１８０－１５０)÷２ ＝ １５°

よって、∠ＡＢＣ ＝ ∠ＥＢＡ－∠ＥＢＣ ＝ ６０－１５ ＝ ４５°

答え ４５ °

(2) ∠ＤＣＢ ＝ ∠ＤＣＥ－∠ＥＣＢ ＝ ９０－１５ ＝ ７５

答え 7５ °


